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また、それを超えた普遍的な自己と他者の問題について考え続けています。

特に文学作品に現れた知覚イメージに関心があります。 
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イタリア語イタリア文学 
◇教員◇ 

教授：土肥秀行 

准教授：Lorenzo Amato 

助教：長野徹 

◇学生◇ 

学部：2 名、修士課程：2 名、博士課程：3 名 

 

2025 年 4 月 1 日、研究室は「イタリア語イタリア文学」に改称した。と

はいえ研究教育活動はこれまで通り継続される。学部と大学院の正式名称

については要問合（ l_sel@l.u-tokyo.ac.jp ）。 

 
〇本研究室の概要 

国内では京都大学に次いで2番目、現時点で最新の、イタリア語イタリア

文学に特化した研究室である。1979年、文学部に「イタリア語イタリア文

学」研究室として設置され、1994年から2025年3月までの31年間は「南欧語

南欧文学」と称した。目下、創設から半世紀となる2029年を目指し、研究

室の再活性化を図っている。 

現代のイタリア語を学ぶと、800年前に成立したダンテ『神曲』まで読め

てしまうとまことしやかに言われるように、文学語の伝統の強さはイタリ

ア文学の特徴のひとつである。古典の時代以降、各年代（ルネサンス、バ

ロック、近現代）を代表する作家と作品によって、イタリア文学の伝統は

力強く受け継がれてきた。それは明治中期以降、日本に積極的に紹介され

てきたとおりである。イタリアの文学と文化の受容には、ヨーロッパやキ

リスト教の精神を知るため、同盟国間の文化理解を深めるためといった社

会的・政治的意図がはたらいていたが、文学テクストをそれそのものとし

てとらえようとするアプローチが、20世紀の後半になってようやく可能と

なってきた。その受け皿としての意義が本研究室に認められる。 

現在は3名の専任教員（日本語母語者2、フィレンツェ出身のイタリア語

ネイティブ1）、および5名（うちイタリア語ネイティブ1）の非常勤講師が

授業を担当し、まずはイタリア語で書かれたテクストを正確に読解する訓
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練を施す。それだけでなく、作文や会話の面でも現代イタリア語の運用能

力がしっかり身に付けられるよう、カリキュラムを組んでいる。学生は各

自の関心に従い、専任教員と協議しつつ、卒業論文のテーマを選ぶことに

なるが、その幅は、中世末の韻文からファシズム期以降の小説までと限り

なく広い。毎年、平均では、教養課程から進学する者、学士入学する者、

大学院に進む者、それぞれ1から2名である。学部卒業後の進路はさまざま

であるが、大学院を修了したのち、研究職に就くだけでなく、翻訳業で活

躍する者もいる。本研究室における研究活動は、紀要『イタリア語イタリ

ア文学』に収斂する。この学術誌は、年1回発行、査読付き、伊語もしくは

日本語での執筆が可能である。しばしば国内外の研究者が訪れては、夏季

集中講義、講演会やシンポジウムを行っている。イタリア文学とはいえど、

東アジア圏での連携をまずは研究者同士で図っていくことを近年の課題と

している。 

 

〇イタリア語イタリア文学について 

イタリア語は、ラテン語の故地で形成された言語だけあってラテン語の

風格をよく保っている。最古文献の作成された年は西暦960年（モンテカッ

シーノ修道院の所領地をめぐる裁判記録の中に見いだされる）であり、フ

ランス語の初出文献より120年ほど遅れるが、これは西欧中世の共通文語で

あったラテン語が、イタリア半島の文化に深く根づいていたためである。 

イタリア語（俗語）を用いた文学作品は13世紀初頭より現われるが、同

世紀末より14世紀にかけてダンテ（叙事詩）、ペトラルカ（抒情詩）、ボッ

カッチョ（散文）というイタリア文学史の最高峰をなす作家の輩出をみる。

その背景に他の西欧諸国に先駆けてイタリアに興ったルネサンス運動の

あったことはいうまでもない。トスカーナ地方出身のこれら三大作家の功

績により、イタリア標準文語の実質的な形成が14世紀になされたことは特

筆すべき事柄である。以後今日に至るまでイタリアの標準文語の基本的性

格は大きくは変わっていない。 

14世紀以後も、叙事詩（アリオスト等）、抒情詩（レオパルディ等）、

劇詩（メタスタジオ等）、戯曲（ゴルドーニ等）、小説（マンゾーニ等）、

批評（クローチェ等）、思想（ヴィーコ等）など、イタリア語を用いるあ

らゆるジャンルで活発な活動が展開されてきた。また、地方文化の多様性

を特色とするイタリアでは、標準語と同じくラテン語から派生したとはい

イタリア語イタリア文学 

 

え、標準語とは様相を異にする方言が全土で根強い生命を保っている。方

言を用いた文学作品にもみるべきものが少なくない。 

イタリア語は西ヨーロッパ文化圏において有数の豊饒さを誇る文学を生

み出し、イタリア文学はその文化的先進性によって、他地域の文学に大き

な影響を及ぼしてきた。イタリア語イタリア文学を学ぶことは、近代西欧

文化の根底に触れ、その行き届いた理解を得る上で重要な契機となろう。 

 

〇イタリア語イタリア文学の授業について 

講義を通して、できるだけ多様な作家・時代・ジャンルに触れられるよ

うカリキュラムが組まれている。 

講義を担当する専任教員2名（詳しくは後述）のうち、ネイティブ教員の

ロレンツォ・アマートが、実践的なイタリア語運用能力（話す、聞く、書

く）を育むレッスンのみならず、専門のルネサンス文学における諸ジャン

ル（韻文・説話・評論文）それぞれについての講読授業を担当している。

対象作家には、ダンテ、ボッカッチョ、ペトラルカがかならず含まれる。

もうひとりの専任教員である、近現代文学を専門とする土肥秀行が、近現

代のイタリア文学史を講じ、20世紀小説や前衛芸術における言語表現の講

読を行っている。 

非常勤講師の面々は、人文主義の中心に位置するアルベルティ（横田太

郎）、18世紀の劇作家アルフィエーリ（大崎さやの）、19世紀最大の詩人

レオパルディ（古田耕史）、初期レアリズム文学を代表するヴェルガ（倉

重克明）といった、思想史・文学史上重要な文人を専門としており、授業

でもしばしば扱う。くわえてイタリア語学を専門とする講師（土肥篤）が、

イタリア語史と文学の関係を講じる。 

 

〇3名の専任教員の紹介 

卒業論文と大学院生の研究に関して、専任教員が積極サポートを行う。 

准教授のロレンツォ・アマートは、16世紀韻文を扱う文献学者として、

未刊行の資料をアーカイブから掘り起こしている。過去には、フィンラン

ド語フィンランド文学を母校のフィレンツェ大学で講じ、フィンランドの

ユヴァスキュラ大学ではイタリア語とイタリア文学を教えた経験をもつ。

北欧から南欧までに広がる古典学の国際的な研究者ネットワークの一翼を

なし、国際学会に定期的に参加、また国内でのシンポジウム開催を年に数
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なく広い。毎年、平均では、教養課程から進学する者、学士入学する者、

大学院に進む者、それぞれ1から2名である。学部卒業後の進路はさまざま

であるが、大学院を修了したのち、研究職に就くだけでなく、翻訳業で活

躍する者もいる。本研究室における研究活動は、紀要『イタリア語イタリ
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度催している。2025年10月から一年間、在外研究期間を予定している。 

もうひとりの准教授の土肥秀行は、20世紀文学を中心に研究を行ってき

た。なかでも映画で知られる詩人パゾリーニのフリウリ方言詩、日本の詩

歌の影響で短詩形を試みたウンガレッティ、ヨーロッパ前衛のはしりであ

る未来派の宣言文を扱ってきた。授業では、現代文学のほかに、日本であ

まり研究されることのないバロック文学、詩人マリーノを取り上げている。

イタリア、アルゼンチン、アジアのイタリア研究者との連携を深めるシン

ポジウムやセミナー活動を行っている。 

専任の助教である長野徹は、研究室運営に携わる一方、現代イタリア文

学と児童文学の数多くの作品を訳してきた。ディーノ・ブッツァーティ『動

物奇譚集』の訳業により、2023年に須賀敦子翻訳賞を受賞した。 

 

〇進学を考えている人へ 

進学者は、教養学部において、イタリア語の授業（初修クラスあるいは

第3外国語初級・中級その他イタリア語関連の授業）を履修した人が中心と

なるであろうが、やる気さえあればイタリア語未習でも構わない。本研究

室では、スペイン語やポルトガル語の授業も開講しているので、旺盛な好

奇心でチャレンジしてもらいたい。またラテン語（できれば併せて古典ギ

リシャ語）の知識は、イタリア語との近さから、イタリア文学を理解する

のに役に立つ。文学部では、多様な世界文学に浸るだけでなく、思想や歴

史や社会学といった諸分野への無限な広がりを存分に味わう2年としてほ

しい。 

少人数でなされることの多い授業は、学び甲斐があるだろう。教員側と

しては、できるだけ風通しのよい研究室運営により、様々な声があげやす

くなるよう心掛けている。 

現代文芸論 

現代文芸論 
◇教員◇ 

教授：柳原孝敦、阿部賢一 
准教授：藤井光 
助教：須藤輝彦  
◇学生◇ 

学部：20 名、修士課程：16 名、博士課程：25 名 
 
（（１１））現現代代文文芸芸論論ははどどんんななととこころろでで、、どどうういいうう人人にに向向いいてていいるるかか？？  
 現代文芸論は 2007 年に発足した、比較的新しい研究室です。この研究

室が何を目指し、どういう人に向いているか、最初に簡単に説明しておき

ましょう。 
 現代文芸論は、世界の文学を、日本文学も世界文学の一部として視野に

入れながら、現代的な観点から研究する場所です。きちんとした枠組みに

よって規定され「できあがった」ディシプリンとはまだ言いにくいかもし

れませんが、私たちが目指しているのは、新しいディシプリンの確立とい

うよりは、むしろ、伝統的な一国一言語別の「縦割り」を越え、様々な言

語や作家たちの声が響き交わす出会いの場を作り出すことです。そういっ

た研究室の精神を反映して、雰囲気はとてもオープンで、他専修課程の学

生の皆さんや、様々な国の研究者が研究室に常時出入りしています。 
 そして、様々な分野に挑戦する学生・院生たちの交流の場を作るために、

現代文芸論研究室では年に一回研究合宿を行うほか、作家や詩人や他大学・

外国の研究者をゲストとして招いてシンポジウムや講演会などを活発に

行っています。このように活気ある新しい研究室の輪郭をいっそう魅力的

なものにしていくのは、私たち教員とともに、従来の枠組みを越えて開か

れた可能性を探求していく学生のみなさんひとりひとりです。ぜひ、目の

前に開ける未踏の沃野の開拓者となってください。 
 現代文芸論研究室の創設の出発点となったのは、広く世界の文学のあり

かたを視野に入れ、現代の文芸研究の成果を踏まえて広く世界の文学を研

究する場を文学部に作ることが必要だという認識でした。誤解のないよう

に強調しておけば、この専修課程名はもっぱら「現代文学」を扱うという
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